
第521号
令和2年7月1日

www.samukawajinjya.jp
S A G A M I



神苑で大明神様との御神縁を深めましょう

【題字】
神社本庁 総長
田中恆清

【表紙写真説明】
第52回写真展 宮司賞

「新緑に舞う」
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神
か ん た け や ま し ん え ん

嶽山神苑
9：00〜16：00
毎週月曜日は休苑（祝祭日は開苑）

神苑内では茶屋「和楽亭」にて抹茶と和菓子を
お楽しみいただけます。（500円の思し召し）

石舞台にて神楽舞と雅楽の奉奏を開催致します。
日程は決まり次第、神社ホームページにてお知らせします。

【公式SNS】

２ 寒川神社 社務報告

４ 新型コロナウイルス感染症に関してのご報告

５ 例祭のご紹介

６ 相模夏歌・人事

７ 神恵苑だより・転任のご挨拶

８ ７月〜９月　祭典・行事のご案内

 ※本誌のバックナンバーは当神社ホームページよりダウンロードできます

521
www.samukawajinjya.jp
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当神社の四季折々の様子などを
発信しています。皆様のフォロー
をお願いします。また、個人で
神社の写真をアップされる際は
「#寒川神社」をつけてください。

samukawa_jinja_official
公式インスタグラム

当神社の祭事のほか、貴重な資
料などを定期的に更新していま
す。皆様のチャンネル登録をお
願いします。

公式チャンネル

※御本殿内・授与所の撮影はご遠慮ください
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４
月
１
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、
境
内
内
庭

西
回
廊
に
て
、
第
50
回
学
齢
児
図
画
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
図
画
展
は
、
春
か
ら
新
た
に
小
学
生

と
な
る
町
内
の
園
児
の
健
や
か
な
成
長
を
祈

念
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
一
之
宮

相
和
幼
稚
園
（
寒
川
町
一
之
宮
）・
倉
見
幼
稚

園
（
寒
川
町
倉
見
）・
寒
川
さ
く
ら
幼
稚
園
（
寒

川
町
岡
田
）の
各
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
が

描
い
た
作
品
150
点
が
展
示
さ
れ
、
春
爛
漫
の

境
内
に
彩
を
添
え
ま
し
た
。

　

ま
た
本
年
は
第
50
回
を
記
念
し
、各
幼
稚
園

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、卒
園
す
る
園
児
に
は

当
神
社
の
名
入
り
鉛
筆
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

未
曾
有
の
大
戦
後
の
我
が
国
の
発
展
の
礎

を
築
か
れ
た
昭
和
天
皇
の
御
聖
徳
を
仰
ぎ
、

そ
の
大
業
を
称
え
る
昭
和
祭
が
厳
粛
に
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
の
日（
昭
和
天
皇
の
御
誕
生
日
で
あ

ら
れ
る
）は
「
激
動
の
日
々
を
経
て
、
復
興
を

遂
げ
た
昭
和
の
時
代
を
顧
み
、
国
の
将
来
に

思
い
を
い
た
す
」
と
い
う
趣
旨
の
下
、
先
人

に
思
い
を
馳
せ
日
々
の
平
和
な
生
活
に
感
謝

す
る
き
っ
か
け
と
し
て
制
定
さ
れ
た
国
民
の

祝
日
で
す
。

　

当
神
社
で
は
、
昭
和
天
皇
の
御
聖
徳
と
、

常
に
国
民
と
と
も
に
あ
ら
れ
よ
う
と
せ
ら
れ

た
大
御
心
を
拝
す
る
昭
和
祭
を
毎
年
斎
行
し
、

昭
和
の
御
代
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
皇
室

の
弥
栄
と
国
の
隆
昌
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
國
府
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
六
社
の
宮
司
に

よ
る
審
議
の
結
果
、
神
輿
渡
御
等
の
中
止
が

決
定
さ
れ
、
各
神
社
に
お
い
て
「
國
府
祭
奉

告
祭
」
と
祭
典
名
を
変
更
し
て
、
関
係
者
の

み
で
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
神
社
で
も
午
前
９
時
よ
り
奉
告
祭
を
斎

行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総
社
の
六
所
神
社

に
寒
川
神
社（
一
之
宮
）、
川か
わ
わ勾
神
社
（
二
之

宮
）、比
々
多
神
社
（
三
之
宮
）、前さ
き
と
り鳥
神
社
（
四

之
宮
）、
平
塚
八
幡
宮
の
５
社
が
参
集
し
、
六

所
神
社
宮
司
が
斎
主
と
な
り
相
模
國
府
祭
総

社
御
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
典

は
、感
染
症
対
策
と
し
て
の
口
覆
い（
マ
ス
ク
）

を
着
用
の
上
、
一
定
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら

執
り
行
わ
れ
、
自
社
の
御
分
霊
を
祀
っ
た

「
守し
ゅ

公こ
う

神じ
ん

」
を
各
神
社
が
御
神
前
へ
奉
る
「
神

対
面
の
儀
」
を
行
い
、
相
模
國
の
五
穀
豊
穣

と
産
業
発
展
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
茅
巻
に
関
し
て
も
祭
典
中
止
に
伴

い
例
年
よ
り
本
数
を
減
ら
し
て
奉
製
し
、
御

神
前
へ
と
お
供
え
さ
れ
、
皆
様
の
無
病
息
災

を
祈
念
致
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
我
々
を
取
り
巻
く
感
染
症
の
影
響

も
改
善
さ
れ
、
皆
様
が
安
心
安
全
に
國
府
祭

に
ご
参
列
で
き
る
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
致
し

ま
す
。
ま
た
本
年
、
各
神
社
に
て
そ
れ
ぞ
れ

の
守
公
神
の
色
に
因
ん
で
色
分
け
し
た
國
府

祭
限
定
御
朱
印
を
頒
布
致
し
ま
し
た
。

全
６
種	

六
所
神
社
：
青	

寒
川
神
社
：
：
緑

	

川
勾
神
社
：
黄	

比
々
多
神
社
：
朱

	

前
鳥
神
社
：
黒	

平
塚
八
幡
宮
：
紫

　

６
月
１
日
、
日
頃
よ
り
神
社
の
運
営
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
当
神
社
の
総
代
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
全
総
代
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
い
、
神
社
ご
と
の
総
代
の
出
席
数

を
限
定
し
て
、
一
定
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
、

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
間
祭
事
や
令

和
２
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
、
青
少
年
育
成

活
動
な
ど
社
務
全
般
の
報
告
が
な
さ
れ
、
ご

承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
年
に
１
度
の
御
本
殿
大
注
連
縄
の
掛
け

替
え
が
6
月
20
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成

20
年
よ
り
現
在
の
大
き
さ
の
注
連
縄
が
取
り

付
け
ら
れ
、
今
年
で
５
回
目
の
掛
け
替
え
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
神
社
に
関
わ
り
の
深
い
皆
様
に
よ
り
、

約
１
ヵ
月
か
け
て
奉
製
さ
れ
た
長
さ
14.
5
ｍ
、

重
さ
約
１
ｔ
に
も
な
る
大
注
連
縄
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

新
し
く
整
っ
た
注
連
縄
の
下
で
、
大
明
神

様
の
御
神
徳
を
大
い
に
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う

祈
念
致
し
ま
す
。

　

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
身
に
つ
い
て

し
ま
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
、

清
ら
か
な
心
身
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、
次
の

半
年
間
を
平
穏
に
過
ご
せ
る
よ
う
祈
念
す
る

水
無
月
大
祓
式
・
茅
の
輪
神
事
が
６
月
30
日

に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
大
祓
神
事
は
、
年
に

２
回
斎
行
さ
れ
、6
月
の
大
祓
は「
夏な

越ご
し

の
祓
」

と
も
い
わ
れ
ま
す
。
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

人
形
の
頒
布
と
茅
の
輪
く
ぐ
り
の
時
間
を
長

く
設
け
て
、
参
列
者
の
密
集
を
避
け
な
が
ら

神
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

相模國三之宮
比々多神社　國府祭限定御朱印

4
月

 

１
～
10
日

 
 

第
50
回
学
齢
児
図
画
展

 
4
・
5
日

 
 

年
参
講
大
祭

 

５
日

 
 

宮
山
年
参
講
大
祭

 
 

　
　
　

並
衛
生
祈
祷
祭

 

29
日 

昭
和
祭

5
月

 

5
日 

國
府
祭
奉
告
祭

 
 

　

※
相
模
國
府
祭
総
社
御
大
祭

（
於 

六
所
神
社
）

6
月

 

1
日 

寒
川
神
社
全
総
代
会

 

20
日 

大
注
連
縄
掛
け
替
え

 

30
日 

水
無
月
大
祓
式
・

 
 

　
　
　

茅
の
輪
神
事
・

 
 

　
　
　
　
　
　

大
祓
祈
願
祭

毎
月
１
日
・
20
日

 
 

月
次
祭
併
せ
て

 
 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

 
 

　
　

流
行
鎮
静
祈
願
祭

毎
日 

日
供
祭
に
併
せ
て

 
 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

 
 

　
　

流
行
鎮
静
祈
願
祝
詞
を
奏
上

寒

川

神

社

社

務

報

告

水
無
月
大
祓
式
・
茅	

ち

の
輪
神
事

大
注	

し

連	
め

縄な
わ

掛
け
替
え

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

國
府
祭
奉
告
祭

第
50
回
学
齢
児
図
画
展

全
総
代
会

相模國四之宮
前鳥神社　國府祭限定御朱印

一國一社八幡宮
平塚八幡宮　國府祭限定御朱印

相模國総社
六所神社　國府祭限定御朱印

相模國一之宮
寒川神社　國府祭限定御朱印

相模國二之宮
川勾神社　國府祭限定御朱印

昭
和
祭

平
成
二
十
八
年
度
功
績
表
彰
受
彰
者

服
部　

眞
司 

氏

（
令
和
二
年
三
月
二
十
八
日
逝
去　

享
年
八
十
六
歳
）

平
成
二
十
七
年
度
功
績
表
彰
受
彰
者

中
島　

賢
太
郎 

氏

（
令
和
二
年
五
月
九
日
逝
去　

享
年
九
十
七
歳
）

　

神
社
の
隆
盛
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
ご
功
績
に
衷

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
謹
ん
で
お
悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

訃 

報

第50回学齢児図画展國府祭奉告祭相模國府祭総社御大祭全総代会向拝大注連縄奉製竣工清祓式

昭和祭國府祭奉告祭相模國府祭総社御大祭全総代会大注連縄掛け替え

相
　
模
　
第
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令和2年 9/19（土） 20（日）→
〜寒川神社の例祭〜
　例祭は、それぞれの神社で年に一度、御祭神や神社に特別な由緒ある日に行う祭典です。明治44年

に発行された『寒川神社志』によると、当神社の例祭日の由緒については、元慶8年（884）9月20日に神

階が正四位下に昇階したことに対する祝祭であると考えられます。さらに他の資料を紐解くと承和13年

（846）に初めて従五位下の神階を賜った日に因んでいるとも推測できます。

　その後、建仁元年（1202）には、最上位である正一位を授かっています。

しょう　し　  い　の  げ

じゅ  ご　 い　の  げ

しょう いち　 い

◇お知らせ◇
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、７月１日現在、例祭及び流鏑馬神事他の神賑行事の開催に
関しては状況を鑑みながら検討しております。決定次第、神社ホームページにてお知らせ致します。

や ぶ さ め

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て
の
ご
報
告

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

伴
い
発
令
さ
れ
た
、
史
上
初
の
緊
急
事
態

宣
言
は
先
般
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
未
だ

全
国
で
の
新
規
感
染
者
が
ゼ
ロ
に
な
る
こ

と
は
な
く
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
神
社
で
は
、
手
水
舎
の
柄
杓
撤
去
、

格
衣
な
し
で
の
御
祈
祷
、
境
内
各
所
へ
の

消
毒
薬
設
置
、
各
窓
口
へ
の
ア
ク
リ
ル
板

設
置
、
職
員
の
マ
ス
ク
着
用
な
ど
、
で
き

得
る
限
り
の
感
染
防
止
策
を
講
じ
な
が
ら
、

概
ね
従
来
通
り
ご
参
拝
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は

種
々
の
感
染
防
止
策
に
よ
り
ま
し
て
何
か

と
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
大
変
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
ご
参

拝
の
皆
様
お
よ
び
職
員
の
安
全
を
最
優
先

に
考
慮
し
た
施
策
で
す
の
で
、
何
卒
事
情

ご
賢
察
の
上
、
ご
寛
容
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
未
曽
有
の
事
態
を
受
け
、
あ

ら
ゆ
る
業
種
で
業
務
内
容
の
自
粛
な
い
し

縮
小
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
社
会
情
勢
も
経

済
も
閉
塞
感
に
覆
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
神
社
に
お
い
て
は
、
例
年

に
比
し
て
大
幅
に
減
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

日
々
お
参
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
は
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
決
し
て
途
切
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
「
祈
り
」
が
絶

え
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
神
社
に
奉
仕

す
る
職
員
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
心
強
く
、

喜
ば
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
の
神
社
の
中
に
は
、
参
拝
者
の
安
全

を
考
慮
し
早
い
段
階
か
ら
閉
鎖
し
た
と
こ

ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
神

社
の
よ
う
に
感
染
防
止
策
を
模
索
し
な
が

ら
参
拝
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
神
社
も
数

多
く
あ
り
ま
す
。
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦

い
に
お
い
て
、
何
が
正
解
で
、
何
が
不
正
解

か
と
い
う
こ
と
は
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
で
当
神
社
は
、
神
社
が
「
神
々

と
人
々
を
繋
ぐ
対
話
の
場
所
」「
祈
り
の
場

所
」「
心
の
よ
り
所
」
で
あ
り
続
け
る
と
い

う
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
未

曽
有
の
事
態
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
の
心

に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
、

感
染
症
対
策
を
実
施
し
た
上
で
日
々
お
参

り
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
マ
ス
ク
等
を
ご
奉
納
賜
り
ま
し

た
皆
様
、
ご
参
拝
を
い
た
だ
い
て
い
る
崇
敬

者
各
位
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

寒
川
神
社
宮
司　
　
　

利
根 

康
教

アクリル板設置による感染症防止対策 御神水と浄
きよ

め土
つち

を参拝者に頒布 新型コロナウイルス感染症鎮静祈願の
祝詞を毎日、御神前で奏上

◇ 

富
士
食
品
㈱

◇ 

㈱
長
谷
川
製
作
所

◇ 

㈱
湊

◇ 

㈱
秋　

江

◇ 

樋
口　

紀
子

◇ 

伊
藤　

高
志

◇ 

河
西
工
業
㈱

 

※
当
神
社
を
通
じ
て
寒
川
病
院
、

 

　

神
恵
苑
へ
寄
贈

◇ 

フ
ジ
シ
ロ
工
業
㈱

◇ 

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
湘
南
寒
川
店

 

※
当
神
社
を
通
じ
て
寒
川
病
院
へ
寄
贈

◇ 

中
村　

芳
子

◇ 

京
都
奉
製
㈱

◇ 
神
奈
川
東
和
薬
品
㈱

 
 

※
ご
奉
納
い
た
だ
い
た
日
付
順
に

 
 

　

掲
載
し
て
お
り
ま
す

医
療
支
援
物
資
等
の

奉
納
者
芳
名

（
敬
称
略
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
神
恵
苑
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
対

応
、
対
策
、
業
務
の
見
直
し
な
ど
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
感
染
防

止
の
た
め
、
長
期
に
わ
た
り
面
会
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
ご
家
族
、
ご
利

用
者
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
し
て

い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま

す
。
職
員
は
「
感
染
し
な
い
」、「
持

ち
込
ま
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
第
一

に
、
外
出
は
食
品
の
買
い
物
な
ど
最

低
限
に
留
め
、
出
勤
前
と
出
勤
時
に

体
温
を
測
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
い
つ
職
員
が
感
染
し
、
ご
利
用

者
に
う
つ
し
て
、
集
団
感
染
に
な
ら

な
い
か
日
々
、
怯
え
な
が
ら
仕
事
を

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

あ
る
日
、
感
染
者
が
出
て
し
ま
っ

た
施
設
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
業
務
に
影
響
が
出
る
の
は

当
然
で
す
が
、
施
設
の
車
が
走
っ
て

い
る
だ
け
で
苦
情
の
電
話
が
何
件
も

あ
り
、
そ
の
対
応
に
も
追
わ
れ
、
ま

た
発
症
し
た
ご
利
用
者
は
す
ぐ
に
入

院
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
数
日
間
施

設
内
で
対
応
し
た
そ
う
で
す
。
多
く

の
施
設
は
、
感
染
か
ら
守
る
環
境
、

物
品
な
ど
が
十
分
無
く
、
い
つ
感
染

が
広
が
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
の

業
務
に
な
り
ま
す
。
想
像
が
で
き
な

い
程
の
大
変
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

神
恵
苑
で
は
、
紙
マ
ス
ク
の
在
庫

が
減
り
、
入
荷
の
目
途
が
立
た
な
い

中
、
５
月
に
職
員
で
協
力
し
て
布
マ

ス
ク
を
製
作
し
ま
し
た
。
裁
縫
の
得

意
な
人
、
不
慣
れ
な
人
と
で
、
三
密

を
避
け
、
気
持
ち
の
籠
っ
た
マ
ス
ク

が
完
成
致
し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
状
況
の
中
、
神
恵
苑
で
も
十
分

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い
状
況

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
家
族
か
ら
の

温
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
を
沢
山
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
お
一
人
お

一
人
の
お
力
添
え

が
職
員
の
心
に
響

き
、
大
き
な
励
み

に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、

感
染
予
防
を
徹
底

し
、
安
心
し
た
生

活
が
送
れ
る
こ
と

を
願
い
、
職
員
一

同
、
一
層
努
力
致

し
ま
す
。

神恵苑だより
相
談
窓
口

施設見学をご希望の方は、下記の電話番号まで、お問合せください。

宗教法人　寒川神社　介護老人保健施設 神恵苑
電話　0467（75）8677　　開苑時間　平日9：00〜16：00

◆
転
　
出

〈
神
社
〉

権 

禰 

宜	

水
谷
　
智
賢

千
葉
県
へ
転
出
を
命
ず
る

（
千
葉
市
鎮
座 

検
見
川
神
社
奉
職
）

　
令
和
二
年
五
月
三
十
一
日神 

社 

本 

庁
　
　

禰
　  

宜	

前
島
　
　
正

長
野
県
へ
転
出
を
命
ず
る

　
令
和
二
年
六
月
三
十
日

神 

社 

本 

庁
　
　

長
野
県
諏
訪
市

手
長
神
社
宮
司
に
任
ず
る

　
令
和
二
年
七
月
一
日

神 

社 

本 

庁
　
　

権 

禰 

宜	

御
厨
　
浩
和

宇
都
母
知
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

（
藤
沢
市
鎮
座
）

　
令
和
二
年
七
月
一
日

神 

社 

本 

庁
　
　

◆
退
　
職

〈
神
社
〉

巫
　
女	

勝
田
　
　
楓

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
令
和
二
年
六
月
三
十
日

〈
参
集
殿
〉

参
集
殿
職
員	

武
井
　
達
哉

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
令
和
二
年
五
月
三
十
一
日

〈
神
恵
苑
〉

看 

護 

師	

田
口
　
浩
美

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
令
和
二
年
六
月
三
十
日

◆
採
　
用

〈
寒
川
病
院
〉

事
務
職
員	

鈴
木
　
大
樹

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
二
年
七
月
一
日

〈
神
恵
苑
〉

看 

護 

師	

廣
田
　
陽
子

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
二
年
五
月
一
日

人　

事

と
か
げ
さ
ん　

わ
な
わ
な
う
ご
く　

て
の
な
か
で	

木
村　

雅
秀

ま
ん
月
は　

よ
る
の
た
い
よ
う　

ま
ぶ
し
い
な	丸山　

理
玖

つ
ば
き
の
実　

花
は
赤
白　

ど
っ
ち
か
な	

長
法　

芽
生

梅
干
し
を　

食
べ
る
と
口
が　

開
か
な
い
よ	根

本　

直
輝

夏
休
み　

み
ん
な
で
ふ
ろ
の　

か
び
た
い
じ	池

向　
　

蓮

少 

年 

館 

こ 

ど 

も 

俳 

句
相
模
夏
歌

し
き
た
り
や
世
の
習
慣
に
と
ら
わ
れ
ず
生
き
て
み
た
し
と
思
う
が
し
か
し	

安
藤　
　

慧

大
宇
宙
パ
リ
ッ
と
割
れ
そ
な
青
い
空
眺
め
る
我
は
小
宇
宙	

稲
垣　

武
子

代
掻
き
の
終
り
し
田
の
面
に
ぽ
っ
か
り
と
浮
か
ぶ
半
月
静
か
に
揺
ら
ぐ	

亀
山　

文
子

う
れ
し
け
ど
少
し
淋
し
も
「
さ
あ
ど
う
ぞ
」
同
年
輩
に
席
を
ゆ
ず
ら
れ	

小
林　

篤
子

柿
田
川
富
士
山
噴
火
の
川
な
れ
ど
湧
水
ぽ
こ
ぽ
こ
青
空
に
浮
く	

徳
江　

道
子

果
て
し
な
き
水
平
線
の
ひ
ろ
が
り
て
凪な

ぎ
た
る
海
に
白
き
船
浮
く	

平
澤
ま
さ
え

一
幅ふ

く

の
名
画
の
ご
と
き
雪
富
士
に
心
弾
み
し
「
ホ
ー
ム
」
の
朝
は	

平
野　

良
三

生
き
る
こ
と
年
重
ね
る
こ
と
残
り
道
悔
い
残
さ
ず
に
今
日
を
ま
た
生
く	

山
根
喜
美
代

何
事
も
前
向
き
に
と
誓
い
し
を
心
の
中
に
い
つ
も
置
き
お
り	

岡
元　

芳
子

歌
詠
め
る
は
心
安
け
き
時
の
み
と
夫
の
病
い
に
寄
り
添
う
友
は	

宮
治
友
美
子

猫
の
九
我
を
見
る
な
り
す
り
よ
り
て
膝
の
上
に
て
ぐ
っ
す
り
寝
む
る	

土
屋
ト
ミ
子

草
木
々
の
若
葉
に
ほ
ひ
つ
煌
め
け
る
立
夏
の
朝
の
光
の
中
に	

杉
本　

照
世

美
容
院
の
椅
子
に
座
れ
ば
束
の
間
の
安
ら
ぎ
覚
え
し
ば
し
ま
ど
ろ
む	

瀧
本
三
重
子

相　

模　

詠　

草

【
相
模
詠
草
】

・
野
ば
ら
文
化
会（
前
身
、婦
人
会
学
習
ク
ラ
ブ「
ふ
だ
ん
着
の
詩
歌
く
ら
ぶ
」と
し
て
昭
和
34
年
に
誕
生
）

　

に
よ
る
詠
草
。公
民
館
ま
つ
り・
短
歌
大
会
等
に
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

・
昭
和
50
年
、本
誌
に
初
め
て「
献
詠
歌
」と
し
て
掲
載
。昭
和
53
年
に
相
模
詠
草
と
改
称
、以
来
現
在
に
至

	

る
ま
で
、生
活
の
中
で
の
一
瞬
を
美
し
い
言
葉
で
切
り
取
っ
た
詩
歌
を
継
続
的
に
投
稿
い
た
だ
い
て
い
る
。

寒　

川　

俳　

壇

【
寒
川
俳
壇
】

・
昭
和
24
年
に
誕
生
。（
大
正
時
代
か
ら
不
定
期
に
開
か
れ
て
い
た
）

・
月
例
句
会
を
月
４
回
開
き
総
互
選
を
し
、選
句
技
術
の
向
上
と

	

俳
句
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。当
神
社
の
例
祭
神
賑
行
事
に
も

	

献
句
と
し
て
奉
納
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

　
　
本
号
は
掲
載
を
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
七
月
一
日
付
に
て
神
社
本
庁
よ
り
、
郷
里
で
あ
り
ま
す
長
野
県
は
諏
訪
市
茶
臼
山
鎮

座
の
手て

長な
が

神じ
ん

社じ
ゃ

宮
司
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

　

素
よ
り
浅
学
非
才
な
身
で
す
が
、
職
責
を
全
う
で
き
る
よ
う
、
一
層
身
を
引
き
締
め
て
神

明
奉
仕
に
精
進
致
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
旧
に
倍
し
て
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
た

く
、
先
ず
以
っ
て
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

寒
川
神
社
に
奉
職
以
来
三
十
年
余
に
亘
り
御
奉
仕
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
偏
に
寒
川
大
明

神
の
御
加
護
と
歴
代
の
宮
司
様
を
始
め
職
員
の
方
々
又
、
役
員
・
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
の
皆

様
方
の
お
支
え
に
依
る
も
の
と
改
め
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
の
こ
と
を
顧
み
ま
す
と
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
甦
っ
て
参
り
ま
す
が
、
何
と
申
し
ま
し

て
も
一
番
の
想
い
出
は
、「
平
成
の
御
造
営
」
の
御
奉
仕
で
ご
ざ
い
ま
す
。
神
職
と
し
て
一
生
に
一

度
巡
り
合
え
る
か
ど
う
か
の
御
社
殿
全
て
の
御
造
営
を
寒
川
神
社
で
一
度
、
さ
ら
に
そ
の
旧
殿
を

当
時
兼
務
禰
宜
と
し
て
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
倉
見
神
社
へ
の
移
築
に
伴
う
御

造
営
と
、
二
度
も
御
造
営
事
業
の
御
奉
仕
が
叶
い
ま
し
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
忘
れ
得
ぬ
感
動

で
あ
り
、こ
の
経
験
は
、今
後
の
御
奉
仕
に
お
い
て
も
必
ず
や
役
立
つ
も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、手
長
神
社
は
手て

な
づ
ち
の
み
こ
と

摩
乳
命
を
御
祭
神
と
し
、手
の
神（
手
足
健
康
の
神
）、人
と
人
、仕
事
・

地
域
の
御
縁
を
結
ぶ
神
、
子
育
て
の
神
と
し
て
親
し
ま
れ
、
加
え
て
天
正
年
間
に
諏
訪
藩
の
居

城
、
高
島
城
が
築
城
さ
れ
る
と
城
中
の
艮

う
し
と
らの
方
（
鬼
門
）
に
鎮
座
し
、
社
殿
は
寒
川
神
社
と
同

じ
く
坤

ひ
つ
じ
さ
るの
方（
裏
鬼
門
）
に
向
い
て
建
立
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
地
の
鬼
門
鎮
護
の
神

と
し
て
も
崇
敬
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
春
先
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
中

止
・
延
期
・
縮
小
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
今
も
な
お
先
の
見
通
せ
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

幸
い
県
を
ま
た
い
で
の
移
動
は
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
神
社
は
Ｊ
Ｒ
上
諏
訪
駅
か
ら
も
近
く

眼
下
に
は
諏
訪
湖
を
望
み
、
四
季
折
々
の
景
観
を
楽
し
め
る
場
所
に
鎮
座
致
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
と
寒
川
神
社
の
益
々
の
御

隆
昌
、
併
せ
ま
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
皆
々
様
方
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
を
申
し
上

げ
、
転
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

転
任
の
ご
挨
拶

前
島　

正

相
　
模
　
第
521
号
　

67
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各賞	 寒川神社宮司賞、金賞、銀賞、銅賞、特別協賛賞多数　※出品者の方、全員に参加賞があります
【作品郵送先・問合せ先】	 〒253-0195	神奈川県高座郡寒川町宮山 3916
	 	 寒川神社	教学部	教化宣布課	写真展係　電話 0467-75-0004
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●末社宮山神社例祭　9月29日

　宮山町内の氏神様として崇敬されてい
る宮山神社の例祭が斎行されます。宮
山神社は、明治末から大正時代にかけて
宮山７つの地域の神様を合祀した神社
であり、八柱の御祭神をお祀りしています。

●虫送り祭
7月24日（浜降祭の翌日）

　田畑の作物を虫害や天災から守り、そ
の年の豊かな稔りを祈念します。「虫送り」
は古くより農村部を中心に全国各地で行
われてきた伝統行事です。

●平和祈願祭　8月15日

　終戦記念日にあたり、末社宮山神
社境内に建つ平和の塔「和光」の
前にて、世界の恒久平和を祈念しま
す。本年は終戦より75 年を迎えます。

●末社御
み

祖
お や

神社秋季霊祭
並合祀祭　9月22日 秋分の日

　神嶽山神苑内に鎮座している末
社の御祖神社は、宮山在住の方を
中心に設立された御祖講と呼ばれ
る講員の祖先がお祀りされ、春と秋
の 2 回に霊祭が斎行されています。

第
52
回
　
寒
川
神
社
宮
司
賞	

「
新
緑
に
舞
う
」

第
52
回
　
神
社
本
庁
統
理
賞	

「
最
敬
礼
」

出品に際してのご注意
○	写真作品の著作権は、撮影者に帰属しますが、展示期間終了後、当神社の広報等の目的範囲内で、社報『相模』または他の
	 媒体にて使用することがあります。	この場合、使用にあたり撮影者に対して個別にご連絡は致しませんのでご承知おき願います。
○	出品にあたり、被写体の肖像権・著作権には十分ご留意ください。人物を被写体とされている場合は、写真展出品の承諾を
	 得た上で出品願います。当神社は、写真展応募にかかる肖像権・著作権等の諸問題についての一切の責任を負いかねます。
○	出品された作品は返却致しません。
○	作品出品時点で、上記内容をご承諾いただいたものと見なします。

第５１回相模薪能中止のお知らせ
　毎年8月15日に開催しております相模薪能は
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため
ご鑑賞の皆様の健康と安全を考慮した結果、
本年は中止とさせていただきました。
　また、7月以降の祭事については、7月1日
現在の予定を掲載しております。変更があり
次第、神社ホームページにてご案内致します。

8月　葉月
15日 正午 平和祈願祭

7月　文月
15日 午前8時30分 浜降古式祭
23日 午前10 時 浜降祭奉告祭
24日 午前11時 虫送り祭

9月　長月
19日 午前10時 商工祈願祭並献灯奉告祭
 午後 1時 例祭宵宮祭
 午後 2 時 流

や ぶ さ め

鏑馬神事
20日 午前10 時 例祭
22 日 午前10 時 安藤由勝大人命
  　 伊集院直彦大人命
  　　他命等の慰霊祭
 午後 1 時 末社御祖神社
  　 秋季霊祭並合祀祭
29日 午前10 時 末社宮山神社例祭

毎月1日・20日 
 午前8時30分 月次祭（9月20日除く）
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　SDGsとは“Sustainable Development Goals”の
略で、日本語では「持続可能な開発目標」と訳されて
います。平成 27年（2015）9月に国連サミットで採択
され、2030 年までの15 年間で達成すべき国際目標
が掲げられています。大きな17の目標（ゴール）と、
それを達成するための具体的な169のターゲットで構
成され、一つ一つの課題を協力して解決していくこ
とで「誰ひとり取り残さない（leave no one behind）」
世界を目指しています。すごく難しいですが、簡単に
言えば「こんな地球だったらみんなが幸せになる」と
いうゴールを2030 年に設定し「そのためにできること
をしていこう」ということです。
　さて、日本は先進国の中でも緑が非常に多い国と
されており、神社の森の存在がその理由のひとつだと
いわれています。日本人はずっとこの森を大切にする
ことで SDGs の15 番目のゴール「陸の豊かさも守ろ
う」を自然に達成しているんです。そして森を守ること

は「14．海の豊かさを守ろう」などにも繋がっていきます。
さらに神社の活動自体が、SDGs の全てのゴールを目
指しているともいえます。
　日本人は、日常生活の中で、無意識のうちに
SDGs に取り組めていますが、それでも、まだできる
ことはたくさんあります。電気をこまめに消す、食事を
残さないなど、何気ないことで世界を変えられるなら
素敵なことだと思いませんか。

次号『相模522号』は10月1日に発行します

JR相模線 宮山駅より徒歩5分　　圏央道 寒川北ICより1㎞

祝 祭日には 国 旗を掲げましょう

http://www.samukawajinjya.jp
本誌のバックナンバーは当神社
ホームページよりダウンロードできます。

Official SNS Youtube・インスタグラム公開中
表紙裏ページからチェック！

〜木札のご紹介〜
毎月 1日の月次祭にご参列された方にお頒けする木札です。

数に限りはありますが、授与所にて1 体 2,000円で頒布しております。

文月
「7月」

葉月
「8月」

長月
「9月」

「幸
し あ わ せ

福よ鯉
こ い

みくじ」 初穂料 300円

　７月下旬より数量限定にて授与を開始
致します。鯉はストラップになっていますので、
おみくじを入れてお守りとしてお持ちいただけます。
　皆さんの願いを込めて、幸せを呼ぶ鯉を釣り上げてみてく
ださい。
授与所開設時間　毎日８：００〜１６：３０（通常）

授与 品図 鑑
当神社では現在、さまざまな神符守札授与品

（お札・お守り・おみくじ）を頒布しております。
その中から、いくつかの授与品をご紹介致します。

　神社とSDGs(エスディージーズ)
神
社コラム
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